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放 射 線 に･よる木材 ･ポ リマ ー複 合 体.Ⅰ.
- 2,3の添加物が木材 ･ポリ塩化ビニリデン複合体の
物理的ならびに機械的性質と難燃性におよぼす影響 -*1
石原 茂久*2, 後 藤 田正 夫*3, 南 正院*2
















本実験に供した木材はブナ (FaguscrenalaBLUME), アカマツ (Pinusden∫tjtoraSIEB.etZUcc.)およびレ
ッドラワン (Shorednegro∫ensi∫Foxw.)の3樹種である｡
*1 1979年度高分子の崩壊と安定化研究会 (高分子学会), 1979年11月4日 (大阪大学,大阪府豊中市)に
おいて講演発表｡
*2 木質材料部門 (Div･ofCompositeWood)



























i VDC 単 独
i VDC IOO 部
SbC13 2.5部
ii VDC IOO 部
SbC】3 5 部
iv VDC IOO 部
SbC13 10 部
v VDC 8 部
TAP 2 部
vi VDC 8 部
AN 2 部
TAP l 部












石原 ･ほか :放射線による木材 ･ポリマー複合体.Ⅱ
2.2 試 験 方 法











荷 重 面 ;柾目
試 験 片 数 ;各条件につき6枚
曲げ弾性係数 ;E-蒜 (kg/C- 2)
SP～









せ ん 断 面 ;柾目





ブリネル (Brinel)硬さを求めた.これは直径 10mm の鋼球による凹みの投影面積で, その時の荷重を
割った値である｡
試験片寸法 ;5mmx30mmx30mm
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試 験 片 数 ;各条件につき5枚
吸 湿 率 ;W# u-xlOO (%)
膨 張 率 ;竿 ×100 (%)(接線方向)
旦 漂 ×100 (%)(半径方向)










試 験 片 数 ;各条件につき3枚
本実験においては残炎時間,残じん時間および炭化長を測定した｡
なお,ASTMD777ではその合格基準を次のように定めている｡
残 炎 時 間(秒);2秒以上ないこと｡
残じん時間(秒);2秒以上ないこと｡
炭 化 長 (cm);試験片の平均炭化長が8･8cm以上ないこと.いずれの試験片も最大炭化長が11･3cm以
上ないこと｡
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○:ブナ ● :アカマツ (5mmx30mmx30mm)
△ :ブナ ▲ :アカマツ (30mmx30mmx40mm)
グの低下が認められた｡
またラワン･ポリマー複合体では VDC単独では1･5Mrad近傍 において,VDC･SbCl3および VDC･
AN･TAPでは2･5-3･OMradにおいてポリマーローディングが飽和する傾向が認められ,ラワン単板に対
するVDC,VDC･SbCl3 および VDC･AN･TAPの適正照射線量が上述の範囲であることが兄い 出 され
た｡
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石原 ･ほか :放射線による木材 ･ポリマー複合体.Ⅱ
0 20 40 60 80 I00 f20 140
ポリマーロ-ディング (%)
図5 木材 ･VDC･AN･TAP複合体のせん断強度 (I)および
比せん断強度 (I/P)とポリマーローディングの関係












0 40 80 120 160 200 240
ポリマーローディング(ち)
図6 木材 ･VDC･AN･TAP複合体のブリネル硬さ (HB)お
よび比硬さ (HB/P)とポリマーローディングの関係
○,△ :ブナ ●,▲ :アカマツ
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接線方向 ○:ブナ ⑳ :アカマツ















半径方向 △ :ブナ ▲ :アカマツ
















0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 一oo 110 120
ポ リマーロ-ディング (%)
図12 ラワン･ポリマー複合体の炭化長とポリマーローディングの関係
○ :VDC,㊨ :VDC/SbC13 (10/2.5),
○ :VDC/SbC13 (100/5),⑩:VDC/SbC13 (100/10),
△:VDC/TAP(8/2),A:VDC/AN/TAP(8/2/1-2),
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4 お わ り に
木材および木質材料の材質改良と難燃性附与を目的として塩化ビニリデンに若干の化合物を添加したモノ
マー混合物を用いて,60Coγ線照射による木材 ･ポリマー複合体調製の可能性を検討した｡
ブナ･アカマツおよびラワン単板を対象とし,塩化ビニリデンに三塩化アンチモン,トリアリルフォスフ
ェート,アクリロトリルを添加して調製した複合体の物性は,前報1)の木材 ･塩化ビニリデン複合体のそれ
とほぼ同様であって,塩化ビニリデンに対する三塩化アンチモン,トリアリルフォスフェート,アクリロニ
トリルの添加が複合体調製の上で障碍となることはなかった｡
本実験で得た複合体の物理的 ･機械的性質の向上はとくに顕著ではない.これは,木材 ･塩化ビニリデン
複合体と同様,木材のすぐれた特徴である空隙構造に塩化ビニリデンその他を充てんした高比重複合体を得
たにとどまったことによっている｡
一方,難燃性能は塩化ビニリデンに三塩化アンチモンあるいはトリアリルフォスフェートを添加すること
によって,木材 ･塩化ビニリデン複合体のそれより顕著な向上が認められた｡
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